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厚生労働科学研究費補助金（エイズ対策政策研究事業）令和 4 年度～6 年度総合分担研究報告書 
感染症医療通訳研修における通訳基礎トレーニング法とロールプレイ演習の取り組み 

―令和 4年～6年感染症医療通訳研修の報告― 
「在留外国人に対する HIV 検査や医療提供の体制構築に資する研究」班 

 
研究分担者  宮首 弘子  杏林大学外国語学部教授 

沢田 貴志  神奈川県勤労者医療生活協同組合港町診療所所長      
  研究代表者  北島 勉   杏林大学総合政策学部教授 
    研究分担者  Tran Thi Hue 神戸女子大学文学部国際教養学科専任講師  
                                                   
 

研究要旨 
 
コロナ直後に落ち込んだ医療通訳派遣が徐々に回復し 1)、通訳の形態は対面主流から電話や PC、タ

ブレットによる遠隔通訳も増え、多様化してきた。医療現場では遠隔通訳に対応できる通訳者へのニー

ズが高まっているが、人材の確保は追い付かない状態が続いている。 
研究班の目的は、地域の医療通訳派遣組織と連携して、外国人が HIV や結核などの感染症の検査や

治療へアクセスしやすくするため、通訳者の育成と質の向上に寄与するものである。したがって、感染

症通訳研修の実施運営は関東では通訳派遣実績の多い NPO 法人多言語社会リソースかながわ(以下

「MIC かながわ」)、関西では特定非営利活動法人 CHARM（以下「CHARM」）に委託し、研修内容の

企画は研究班と協同して作った。 
研修内容は、医療通訳に求める能力を医療知識、通訳スキル、現場対応力にわけることができるため、

医療知識の習得と通訳スキル及び現場対応力向上の 2 部構成にしている。医療知識の習得は研究班沢田

医師が別報告でまとめ、本報告は通訳スキルの習得及び現場対応力向上についてまとめるものである。 
研修の実施は、令和 4 年度、CHARM 主催が 4 回、MIC かながわ主催が 3 回、令和 5 年度 CHARM

主催４回、MIC かながわ主催 3 回、令和 6 年度は CHARM 主催 4 回、計 18 回である。令和 4、5 年度

は遠隔通訳の対応を中心に研修プログラム構成したが、令和 6 年度は医療現場需要が高いのに医療通訳

者の人材不足に悩んでいるベトナム語、インドネシア語とミャンマー語の 3 言語に特化し、これらの言

語の人材育成の問題点を検討した。 
研修の効果は、通訳力の向上については、通訳の正確性と迅速性において、指導スタッフの評価記録

からほぼすべての参加者に成長が見られた。医療者や患者への対応の要領は、アンケートの回答による

と、7 割以上の参加者がとても効果的、或いは効果的だと評価した。リモートによるロールプレイ演習

は通常の通訳力、現場力の向上に一定の効果があり、録画は事後の振り返り学習にも活用できるため、

遠隔通訳の実践の場としても有効であると認められた。 
 

 
A. 研究目的 
通訳の形態が多様化し、電話やタブレットによ

る遠隔通訳も増加に伴い、通訳者にとっては、遠

隔通訳のスキルの習得と向上が課題となった。こ

のような現場のニーズに合わせて、感染症医療通

訳研修は対面に切り替えず、Zoom によるオンラ

イン開催で遠隔通訳のスキル習得も兼ねる研修

とし、その効果を検討した。 
通訳スキルアップするためには、通訳基礎トレ

ーニング法の習得と習慣化の大切さを体得して

もらう研修プログラムを構成した。現場対応力を

高めるにはロールプレイ演習を実施し、相互学習

から自身の通訳を点検し、現場対応力の向上を狙

った。さらにこれらの練習はオンラインで行うこ

とで、遠隔通訳スキルの習得と向上につながると

期待される。そのため、本研修は通訳基礎トレー

ニング法とロールプレイ演習の 2回に分けて実施

し、その効果を検討するものである。研修用教材

はすべて HIV に特化した内容から作られたもの

である。 
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対面と遠隔どちらでも対応できる医療通訳者

の養成がより重要度を増してきた現状を踏まえ

て、本研究班はこれまでの研修の経験を活かして

3)、令和 4、5 年度研修は遠隔通訳にも対応できる

ような研修プログラムを実施し、その効果を検討

した。 
令和 6年度は医療現場需要が高いのに医療通訳

者の人材不足に悩んでいるベトナム語、インドネ

シア語とミャンマー語の 3言語に特化したロール

プレイ演習を実施し、アジア言語のネイティブに

も参加しやすく、効果的な研修プログラムの開発

を目標とした。 
 
B．研究方法 
１．医療通訳基礎トレーニング法に関する演習 
 医療通訳基礎トレーニング法に関する演習は、

通訳に必要なスキルを如何に身につけ、日頃の練

習を習慣化していくかの方法論を紹介して、演習

を通して習得してもらうのが狙いである。 
研修の内容は、 
① 医師の視点から見る医療通訳者の役割と心得

に関する講義 
② 医師の視点から遠隔医療通訳する際の注意点 
③ 医療通訳者を養成する観点から通訳スキルを

向上するための方法論に関する講義 
④ 通訳基礎トレーニング法とロールプレイの指

導 
①、②は研究班の沢田が医師の立場から、医療

通訳に求める役割とは何か、医療現場では遠隔通

訳する際にどのような注意点があるかを教える

ものである。医療現場での遠隔通訳への需要の高

まり、遠隔通訳の種類、遠隔通訳の長所と短所、

遠隔通訳ならではの注意点について、現場の医師

および医療通訳者の生の体験を踏まえて紹介し

つつ、ケーススタディの形で遠隔通訳の難しさと

工夫すべきところ（ノウハウ）を、演習を交えな

がら講義した。 
➂、④は、研究班の宮首が通訳者養成の観点か

ら各種通訳基礎トレーニング法の講義と演習で

ある。ボランティア通訳者の多くが通訳訓練を十

分に受けていないことを踏まえて、基礎となるシ

ャドーイング、リプロダクション、クイックレス

ポンス、ノートテイキングなどのトレーニング方

法が如何に日頃自宅でスマホやパソコンを使っ

て取り込むかを、HIV や結核の専門用語やフレー

ズの音声ファイルを用いて練習し、訓練法を体得

してもらう。さらに、Zoom のブレークアウトル

ーム機能を使って、通訳言語別にグループ学習を

行った。これらの練習を通して、自宅でも、一人

でも手軽に練習して、通訳のスキルアップができ

ることを体感してもらった。 
令和 6 年度はベトナム語、インドネシア語とミ

ャンマー語の研修参加者にフォーカスして、初歩

的なスキルとしての用語作成のノウハウと活用

法を取り入れた。 
 
２．医療通訳ロールプレイ演習 
 ロールプレイ演習の実施は遠隔通訳現場の再

現を意識して、医療者役と患者役は現場経験豊富

な講師や医療通訳者よるロールプレイを行い、研

修参加者は医療通訳者として、Zoom を通して遠

隔通訳を行う形でロールプレイ通訳演習を進め

る。 
ロールプレイ演習には、３つの狙いがある。 
① 現場経験のないもしくは不十分な参加者に現

場を模擬体験することによって、自身の通訳

能力や現場対応力の確認と向上を図る。 
② 自分の通訳パフォーマンスを講師や他の通訳

仲間にみてもらい、同時に他の参加者の通訳

パフォーマンスを見学して、良いところを取

り入れ、不足なところに気づくといった相互

研鑽の資とする。 
③ ロールプレイ演習を録画して振り返りに活用

して、自己研鑽による現場力の向上を図る。 
ロールプレイ演習の実施シナリオは HIV 検査・

告知・治療につなげる現場のシーンを取り上げて、

定期的に新規シナリオを作成している。この 3 年

間に使用したシナリオは下記の 3本である。 
l シナリオ①「HIV 医療費関係」 
場面①：リンパ節生検後の診察。医師と患者の 

やりとり 
場面②：2 週間後患者とソーシャルワーカーと 

の面談 
l シナリオ②「HIV 告知」 
シナリオ③「検査事業カウンセリング告知」 
研修参加者には事前情報として、上記のシナリ

オの場面設定および関連する専門用語を 1週間前
に知らせて、専門知識の事前調べや用語のクイッ

クレスポンスなどの自主学習をしてもらった。 
医療者役と患者役は「MIC かながわ」「CHARM」

のベテラン医療通訳者に依頼し、現場の雰囲気を

醸成した。 
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実施に当たっては、少人数による相互学習効果

を狙って、言語別少人数での実施とした。1 グル
ープは 5名を上限とし、参加者全員が 2 回ずつ通

訳するよう人数制限（見学を認める）を行った。

実施言語は下記のとおり演習参加者の状況に応

じるものとした。 
l 令和 4 年度：「CHARM」では現場需要の多

い英語、中国語、ベトナム語の 3 言語を選び

実施。「MIC かながわ」では中国語、タイ語、

スペイン語の 3 言語を実施。 
l 令和 5 年度：「CHARM」では研修参加者の

多い中国語、英語の 2 言語を選び実施。 
l 令和 6 年度：「CHARM」では現場ニーズの

高いベトナム語、インドネシア語とミャンマ

ー語に特化して実施。 
実施の流れとしては、一つのシナリオを参加者

の人数分に均等に分けて、参加者 1 人に 2ページ

程度のシナリオを通訳する形をとって進めた。各

参加者は同じシナリオを二回通訳実演するよう

に設定し、1 回目よりも 2 回目が改善できたかを

実感してもらい、現場に出る自信につながるのが

ねらいである。 
 
３．評価方法 
通訳基礎トレーニング演習と通訳ロールプレ

イ演習の有効性の確認のため、各演習参加者に対

し、演習に関するアンケート調査を実施した。ア

ンケートは半構造式質問形式で、有効性の程度の

評価と自由所感を収集した。アンケートは

Microsoft Formsを利用したオンラインによるア

ンケート配信と集計で、研修当日ではなく後日の

アンケート集計となった。 
ロールプレイ演習では、通訳に求められる基本

的能力を正確性と迅速性の両軸から捉える評価

法を採用している。リモートでの実施を考慮に入

れ、簡略の減点方式による評価方法を用いた。具

体的には、通訳の正確性を測るためには、評価ポ

イントを数値化し、できなかったところを減点す

る、という簡便な減点方式を採用した。各言語、

各グループの指導スタッフはこの統一した評価

シートを用いて、参加者の通訳パフォーマンスを

採点しながら、具体的に問題点を指摘し、改善の

方法をアドバイスする。通訳の迅速性を測るため

には、タイムキーパーを設けて、1 回目と 2 回目

それぞれ通訳の所要時間を測り、秒数まで測定し

て記録することにした。通訳の所要時間を測るこ

とによって、1 回目と 2 回目どれほど時間短縮で

きたかを可視化し、数値化されたプロセスを通じ

て、参加者に目に見える研修成果を実感してもら

うのが狙いである。 
令和 6 年度のロールプレイ演習はベトナム語、

インドネシア語とミャンマー語の人材不足を考

慮して、ビギナーでも参加しやすいようにロール

プレイ演習は指導中心に展開し、評価は迅速性を

除いて通訳の正確性と通訳要領の習得に限定し

た。 
 
（倫理面への配慮） 
すべてのアンケート調査は、当研究班代表者が

所属する杏林大学大学院国際協力研究科の研究

倫理委員会から承認を得ている。また、ロールプ

レイの録画への参加は任意であることを事前に

説明し、調査参加の同意を得て実施した。 
 
C．研究成果 
1. 研修参加者の属性 
３年間の研修の参加者の属性を以下の表（表１、

表２）にまとめ、参加者の傾向を把握した。 
(1) 通訳基礎トレーニング演習参加者の属性 
・母語別では、日本語母語者が約 71.8％、中国語 

母語話者が 15.5％であった。日本在住期間は日本

語ネイティブ以外では 11 年超がもっとも多く、

25.8％である。 
・年齢別では、20 代 6.3％、30 代 12.5％といっ

た若い世代の受講は 2 割弱である。一方では 50
代は 32％と最も多く、60歳以上は 32％を加わる

と、50 代以上の参加者が 6 割以上を占めている

ことがわかった。 
・学歴別では、大学卒が62.5％、大学院卒が22.7％
で、合わせて 8割超になり、高学歴の参加者が多

いことがわかった。 
・研修参加者の所属は、NPO 団体が 38.3％、国

際交流協会が 35.2％、病院が 9.4％、さらにフリ

ーランス 21.9％と現役の医療通訳者か通訳派遣

する機構に所属している方が 8割を超えているこ

とがわかった。 
・医療通訳経験では参加者の約半数が未経験か経

験 10件以下であった。51件以上が３割弱でかな

り経験を持つ参加者もいることが分かった。結核

患者通訳経験者は 2割超で、HIV患者通訳経験者

は 2割弱である。総じて通訳経験者の受講が増え

ていると言える。 
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・遠隔通訳経験は 6割超が依然として未経験であ

ることがわかった。 
・参加者の通訳言語は、欧米系言語が英語、ポル

トガル語、スペイン語、フランス語の計 4 言語、

アジア系言語が中国語、韓国語、ベトナム語、タ

イ語等の計 9 言語、合計 13 言語であった。 

表１．通訳基礎トレーニング演習参加者のプロファイル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) ロールプレイ演習参加者の属性 
・母語別では、日本語母語者が約 66％、中国語 

母語話者が 22％、英語母語話者が 10％であった。

日本在住期間は日本語ネイティブ以外では 11 年

超がもっとも多く、25.8％である。 
・年齢別では、20 代 7.8％、30 代 14.1％といっ

た若い世代の受講は 2 割強である。一方では 50
代は 34.4％と最も多く、60 歳以上は 28.1％を加
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わると、50 代以上の参加者が 6 割以上を占めて

いることがわかった。 
・学歴別では、大学卒が59.4％、大学院卒が17.2％
で、合わせて 8割弱になり、高学歴の参加者が多

いことがわかった。 
・研修参加者の所属は、NPO 団体が 37.5％、国

際交流協会が 21.9％、病院が 7.8％、さらにフリ

ーランス 25％と現役の医療通訳者か通訳派遣す

る機構に所属している方が 8割を超えていること

がわかった。 
・医療通訳経験では未経験か経験 10 件以下が

57.8％であった。51件以上が２割強でかなり経験

を持つ参加者もいることが分かった。結核患者通

訳経験者、HIV患者通訳経験者はどちらも 2割弱 
表２．ロールプレイ演習参加者のプロファイル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
である。総じて通訳経験者の受講が増えていると

言える。 
・遠隔通訳経験は 4割超が依然として未経験であ

ることがわかった。 
・参加者の通訳言語は、欧米系言語が英語、スペ

イン語の計 2 言語、アジア系言語が中国語、韓国

語、ベトナム語、タイ語等の計 9 言語、合計 11 言

語であった。 

 
２. 通訳基礎トレーニング法演習の成果 
(1) 通訳技法に対する認識と有効性 

3 年間の研修後のアンケートを通して、通訳基

トレーニグにおける通訳技法の講義と演習によ

って研修参加者の通訳技法の認識が前進したか

どうかを確認した（表３）。 
・各種通訳技法を「知らない」と答えた参加者が
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シャドーイングは 9.4％、クイックレスポンスは

21.9％、リプロダクションは 26.6％、ノートテー

キングは 14.8％で、基本的な通訳訓練を全く受け

ていない参加者が一定数（１～２割）いることが

明らかになった。また各種通訳技法を「聞いたこ

とがある」と回答した参加者は、シャドーイング

17％、クイックレスポンス 21.9％、リプロダクシ

ョン 23.4％、ノートテーキング 19.5％で、約２弱

の参加者が基本的な通訳技法を聞いたことがあ

る程度に留まっていることがわかった。約４割の

参加者は医療通訳に必要な基礎訓練法を全く知

らないかまたは聞いたことがある程度で、通訳ス

キルを取得しているとは言えない状態であるこ

とが認識される。 
・各種通訳技法を「多少練習したことがある」「よ

く練習している」と回答した参加者は、シャドー

イング 73.6％、クイックレスポンス 56.2％、リプ

ロダクション 50％、ノートテーキング 64.8％で

ある。参加者の一定数（５～７割）が通訳の基礎

トレーニングを日頃持続的に取り組んでいるこ

とがわかった。 
・「シャドーイング」等の各通訳技法の有効性に

ついては、「強くそう思う」「そう思う」が全て

90%超であり、演習の効果が認められる。

表３．通訳基礎トレーニング法演習の有効性 
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(2) リモートによる講義と演習の有効性 
演習参加者がリモートによる演習について対

面による演習と比較した有効性とメリット・デメ

リットをどのように評価したかを 3年間の研修後

のアンケートで確認した（表４）。 
・演習参加者からは、「とても効果的」「効果的」

とする評価は 48.4％で、「変わらない」を含める

と 74.2％がポジティブな評価をした。一方で、「と

ても困難」はゼロ回答だが、「困難」との回答は

約 25.8％あり、引き続き改善が求められる。 
・メリットとして、「移動等時間ロス不要」89.8％、

「遠隔地でも参加可能」85.2％、「感染リスクが

ない」57.8％が指摘されている。感染症リスク回

避のメリットは新型コロナが収束して急激に減

少している。また「リラックス・集中できる」「チ

ャット機能は便利」などリモートの機能面での肯

定的意見もあった。 
・デメリットとしては、「参加者間の交流困難」

が約 52.3％で指摘されている。同様に、難しい点

として「意見交換困難」25.8％、「質問困難」8.6％、

等の積極的参加が困難な点が挙げられた。 

表４．通訳基礎トレーニング演習のリモート実施の有効性とメリット・デメリット 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
3．ロールプレイ演習の成果 
(1) ロールプレイの改善効果（令和 4 年、5 年） 
ロールプレイ演習では、各参加者が 2 回実演し

指導を受けて改善してゆくように設計している。

通訳力の改善効果は、正確性（減点）と迅速性（所

要時間）について 2 回の実演の差として認識する

ことができる（表５、表６）。 
・減点による正確性の改善判定は、ほぼ全員が改

善し、平均 0.50～0.57 の改善率である。中には 1
回目は 9点減点されたが、2 回目減点１と劇的な

改善をした参加者も見られた。 
・通訳の所要時間による迅速性の改善判定は、ベ

トナム語、英語の各 1名を除いて全員時間を短縮

できた。平均短縮率は 0.17～0.30 で、一定の改善

効果が認められた。 
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表５ ロールプレイ演習の改善効果（令和４年） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表６ ロールプレイ演習の改善効果（令和５年） 
 

 
(2) ロールプレイ演習の有効性 

3 年間の演習後のアンケートを通して、ロール

プレイの有効性を演習参加者がどのように評価

したかを確認した（表７）。 
・「研修の流れ」は、演習参加者から約 9割超で

「とてもよい」「良い」評価を受けた。「他参加

者の実演を参考」も約 9割弱の「とても参考にな

る」「参考になる」評価を受けた。 
・「専門用語の理解の深まり」が「強く思う」と

「そう思う」を合わせて90.7%と高く評価された。 
・「医療者対応能力」「患者対応能力」の改善に

ついては、「改善した」以上が 78％の評価を得た。 
・「医療者と患者の通訳対応の困難度」について

は、「医療者の通訳対応が難しい」が 60％超で、

「患者対応が難しい」14％に比べて 3倍以上であ

った。医療知識の理解と蓄積が不十分に起因する

可能性があると考える。一方では、「どちらも同

等に難しい」と感じた参加者が 25％に及んだ。 
・「メモ取り要領の向上」については、「改善し

た」以上の評価が合わせて 57.9％であったが、他

の項目に比べて評価が劣った。リモートではメモ

取り要領の指導が伝わりにくく限界があること

に起因すると思われ、工夫の余地がまだ残ってい

ると考える。
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表７ ロールプレイ演習の有効性 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3) リモートによるロールプレイ演習の有効性 
リモートによるロールプレイ演習は遠隔通訳

の模擬実習の効果を持つものと想定される。そう

したリモートでの演習の有効性を、3 年間の演習

参加者への演習後アンケートで確認した（表８）。 
・演習参加者からは、遠隔通訳が対面通訳に比べ

て「とても効果的」「効果的」とする評価は 54.7％
で、「変わらない」を含めると 73.5％がポジティ

ブな評価をした。一方で、「とても困難」はゼロ

回答だが、「困難」との回答は約 26.6％あり、引

き続き改善が求められる。 
・リモートでの演習のメリットとして、「移動等

時間ロス不要」93.8％、「遠隔地でも参加可能」

82.8％、「感染リスクがない」51.6％が指摘され

ている。これは通訳基礎演習に共通する意見であ

る。また「リラックス・集中できる」「音声聞き

取り容易」「録画機能は有効」などリモートの機

能面での肯定的意見もあった。 
・リモートでの演習のデメリットとしては、「通

訳の区切りのタイミング困難」が約 48.4％で指摘

されている。同様に、難しい点として「表情等の

情報入手困難」39.1％、「ニュアンス伝達困難」

21.9％、「臨場感・緊張感低い」20.3％等が挙げ

られた。 
・リモートの機能面で「通信環境不安定」が 35.9％
指摘され、リモートの機能に対する信頼にはいま
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だに限界があることが判明した。 
・全体として、リモートによるロールプレイ演習

については、依然として改善の余地が多いことが

判明した。 
 

表８．ロールプレイ演習のリモート実施の有効性とメリット・デメリット 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ．考察 
1．通訳基礎トレーニング法の習得の意義と改善

点 
・この 3 年間の通訳技法の習得については、参加

者個人がスマホやパソコンを使って、自宅でも取

り組める訓練法を習得し、どうやって継続して自

主的に練習するかにポイントをおいて指導した。

Zoom のブレークアウトルームの機能を使って言

語別グループ学習を行った。全員に相互学習と交

流する時間を確保するために、グループワークの

人数を 5 人程度にした。その効果は 8割超の参加

者から高い評価を得た。また、参加者が Zoom使
用など遠隔通訳に必要な操作に段々慣れてきた

と見受けられる。 
・この 3 年間の演習参加者のアンケートの回答か

ら見れば、依然として通訳基礎トレーニング法を

身につける方法について１割以上の参加者が知

らない、聞いたことがあるのは２割程度に留まっ

ている。つまり、約 4割の参加者が基礎的な通訳

基礎トレーニング法の導入が必要であることが

確認された。また、基礎的な通訳トレーニングを

日常自主的に行っている参加者は、トレーニング

の種類によって５～７割いること、意識の改善と

継続的練習の工夫が必要であることが判明した。

通訳技法の紹介と継続的な練習法の両者の比重

に配慮して行きたい。 
・通訳者にとってもっとも重要な技能の一つであ

るノートテーキングは 1割超の参加者が知らない、

聞いたことがある程度の参加者を含めて 4割に近

い参加者がトレーニング不足であることが懸念

される。オンラインでのノートテーキングの技法

指導に工夫したい。 
 
2．リモートによるロールプレイ演習の意義と改

善点 
・本演習の目的は、通訳力と現場力の向上にある。

具体的には現場対応力として、HIV や結核という

感染症の医療現場を疑似体験することによって、

未経験からくる心理的ストレスを軽減し、医療従

事者や患者への対応の要領を体感して修得して

もらった。通訳力の向上については、通訳の正確

性と迅速性において、指導スタッフの評価記録か

らほぼすべての参加者に成長が見られた。医療者

や患者への対応の要領は、アンケートの回答によ

ると、7 割以上の参加者がとても効果的、或いは

効果的だと高評価である。 
・本演習では Microsoft Zoom による遠隔通訳の

形での実施することで、遠隔通訳の現場も体験し

てもらい、遠隔通訳ならではの難しさを理解しそ

の対応能力の習得という目的が付け加えられた。

また、リモートによるロールプレイ通訳演習は、

Zoom 機能を駆使することによって、対面実施に

劣らない効果が得られることがわかった。とりわ

け Zoom の自動録画が、参加者の事後の振り返り

に効果的だと評価された。 
・リモートによる演習では通訳時のメモや表情が

確認しづらいなどデメリットがあるものの、それ

ば即ち遠隔通訳の困難体験や克服するノウハウ
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の習得に役立つものと捉えることができる。リモ

ートによるロールプレイ通訳演習は遠隔通訳の

シミュレーションとして効果があることが明確

になったものと考えられる。今後はそうした遠隔

通訳のノウハウを蓄積して参加者にフィードバ

ックして行きたいと考える。 
 
3．人材不足のアジア言語の医療通訳者養成につ

いて 
・医療現場の通訳者不足を踏まえると、通訳者の

裾野を広げるのと質の向上をともに可能にする

研修プログラムのさらなる開発が必要だと考え

る。現在は限定された時間内で行ってきたが、今

後は事前に通訳経験や通訳訓練の有無などのア

ンケート調査を実施し、レベル別・言語別の実施

ができればより効果的な研修が実現できると考

える。 
・人材不足のアジア言語の参加者には初級的な研

修レベル構成が大切だと感じている。今後初級・

中級とレベルを分けて実施できるプログラムの

開発に力を入れたいと考える。 
 
Ｅ．結論 
この 3 年間の研修は通訳形態の多様化、とりわ

け遠隔通訳の増加を踏まえて Zoom によるリモー

ト実施を行い、通訳スキルの習得と通訳力のレベ

ルアップをテーマに研修プログラムを構成した。

参加者に対面でも遠隔でも医療現場に出る自信

をつけてもらうことを研修の効果として設定し

た。研修後参加者のアンケート回答から通訳基礎

トレーニング法の習得は効果的であると認識さ

れ、日頃自主トレーニングの重要性への認識も高

まった。またロールプレイ演習と指導・評価はリ

モートでも効果的な研修が可能であることが認

められた。研修参加者は通訳基礎トレーニング法

のみならず、遠隔通訳のノウハウも程度体験でき、

リモートによる通訳研修自体が有効であると考

える。 
 研修内容の充実については、医療通訳者にとっ

て理解しておくべき HIV 医療費、身体障碍者手

帳、在留ビザなどに関する知識を盛り込んだ。ま

た、研究班で開催している外国人 HIV 会を踏ま

えて、HIV の各種検査、PreP・Peep の相談など

盛り込んだロールプレイ演習のシナリオは医師、

保健師とのやり取りの他、さらにソーシャルワー

カーとの面談を取り入れた。通訳基礎トレーニン

グ法の講義はそれらの関連知識をテーマに、繰り

返し演習を行い、トレーニング方法の習得と同時

に専門知識の通訳スキルアップも図った。短時間

の研修にはこの組み合わせが有効だと考える。 
医療通訳者の人材不足と質を確保するために

は、通訳者養成のための研修は定期的に受けるこ

とが大切である。研究班の感染症に特化した通訳

研修を定期的に行うことにより、医療通訳者の裾

野を広げ、現役の通訳者の通訳スキルアップや医

療知識の蓄積に寄与するものだと考える。 
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